
 
 

秋田県における夏秋キュウリの防虫ネット被覆栽培が収量・品質に及ぼす影響

菅原茂幸・今野かおり・本庄 求

（秋田県農業試験場）

はじめに

秋田県のキュウリ栽培は露地栽培の夏秋キュウリ

が中心で、全体の 割を占めている。露地キュウリは

月から出荷されるが、病害や成り疲れから 月以降

の品質低下が問題となっている。キュウリの防虫ネッ

ト被覆栽培 は、アブラムシの侵入を物理的に防ぎ、

媒介するウイルス病を防除する技術であるが、あわせ

て風害や雹害等の気象災害の影響を緩和するため、露

地栽培と比較して果実品質の向上や収穫期間の延長等

が期待できる。そのため、本県の一部地域においても

導入が進んでいる。本研究では、現地で導入されてい

る品種を用いて防虫ネット被覆栽培がキュウリの収

量・品質に及ぼす影響を検討した。

試験方法

試験年および場所

年に秋田県農業試験場内ほ場にて行った。

試験方法

被覆方法

防虫ネット被覆栽培区 以下ネットハウス区

通常、ビニール被覆を行う一般的なハウス

× 、アーチ間隔 全体を防虫ネ

ット 目合 で栽培全期間にわたり被覆し

た。

慣行区

露地栽培とし、防風ネットや障壁作物等は周囲

に設置しなかった。

耕種概要

品種は｢マイルドターキー｣、｢光のしずく｣を用い

た。播種は 月 日に行い、両品種ともにカボチャ

台木｢ぞっこん｣に呼び接ぎを行った。定植は 月

日に行った。栽植密度は あたり 株 株間 、

畝幅 、 本植え とし、主枝 本仕立てで親づ

るは で摘芯した。施肥量は あたり 、 、

それぞれ基肥で 、 、 、追肥で

、 、 施用した。 区 株 反復とし

た。

収穫および調査

収穫は 月 日から開始した。果実の曲がりや傷

等の度合いにより ～ 品および規格外品に仕分け

し、本数および重量を計測した。規格外品は格落ち

理由別に集計した。 

 

試験結果及び考察

収量および収穫期間に及ぼす影響

総収量は、「マイルドターキー」と「光のしずく」

でネットハウス区、慣行区で大きな差はなかった 表

。 ～ 品の商品果収量はネットハウス区の「マイル

ドターキー」で 、「光のしずく」で

であったのに対し、慣行区の「マイルドターキー」で

、「光のしずく」で と両品種ともにネ

ットハウス区が約 倍多かった。また、商品果率は

両区ともにⅠ期で最も高く、その後は一時的に回復し

たものの、ゆるやかに低下した。慣行区においては、

月 日から 日にかけての台風通過後の樹勢の低下

が顕著であり、それ以降商品果がほぼ収穫できなくな

ったため、 月 日で収穫を終了した。一方、ネット

ハウス区は台風の影響が少なく、樹勢が維持されてい

たため、 月 日まで収穫が可能であった。収穫全

期間の商品果率は「マイルドターキー」で 、「光

のしずく」で であった。 および 品の秀品果収量

は「マイルドターキー」、「光のしずく」で、ネット

ハウス区がそれぞれ 、 であったのに対

し、慣行区は 、 とネットハウス区が多

かった。

品質に及ぼす影響

株あたりの規格外品率は、「マイルドターキー」、

「光のしずく」で、ネットハウス区がそれぞれ 、

であったのに対し、慣行区では 、 と慣行区

で高かった 図 。規格外品の内訳は両品種ともに、

ネットハウス区では曲がり果の占める割合が多く、慣

行区では傷果が過半を占めた。

流れ果はネットハウス区で多く発生し、総雌花数に

対する流れ果数の割合 流れ果率 は、慣行区で ～

であるのに対し、ネットハウス区では「マイルドター

キー」で 、「光のしずく」で であった 表 。

以上の結果から、防虫ネット被覆栽培は、風雨によ

る影響が緩和され、キュウリ全体の樹勢が維持される

ことから、傷果が減少するとともに、収穫期間が延長

し、商品果収量が向上したと考えられた。しかし、慣

行区に比べ流れ果の発生が多かった。これは、外部か

らのミツバチ等の訪花昆虫の影響がなかったこと や、

生育がやや旺盛であったことによる着果過多のため、

果実伸長が抑制したものと考えられた。
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４ まとめ

キュウリの防虫ネット被覆栽培は、商品果および秀

品果収量を向上させるとともに、樹勢を維持し、収穫

期間を延長できる。一方で、流れ果が多く発生するた

め、ミツバチの導入や整枝・摘果などの草勢管理が重

要であると考えられた。 
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図１ 株あたりの規格外品率と種類別本数 収穫全期間

表 防虫ネット被覆の有無がキュウリの収量・品質に及ぼす影響

表 防虫ネット被覆による流れ果率の比較

マイルドターキー

光のしずく

マイルドターキー

光のしずく

試験区 品種
流れ果率　

ネットハウス区

慣行区

ｚ 流れ果率=流れ果数/総雌花数×100
  流れ果は結実したが伸長しなかった果実(収穫全期間)

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

 A品：曲がり1.5cm以内　　B品：曲がり2.5cm以内　　C品：曲がり3.5cm以内

 商品果率は、その時期における総収量に対する商品果収量の割合

  期間：Ⅰ期（7月10日～7月30日)　Ⅱ期(7月31日～8月20日)　Ⅲ期(8月21日～9月10日)　

　　　　　Ⅳ期(9月11日～10月1日)　Ⅴ期(10月2日～10月16日)

 秀品果はA品およびB品。　秀品果率は、総収量に対する秀品果収量の割合

ネット
ハウス区

マイルド
ターキー

光の
しずく

慣行区

マイルド
ターキー

光の
しずく

試験区 品種
総収量

商品果 (A～C品) 
秀品果

収量(kg/a)

 (秀品果率%) 

期間別収量 (kg/a)

(商品果率%) 合計

注 規格外品に流れ果は含まない
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